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応
募
書
類
・
面
接
基
本
セ
ミ
ナ
ー

＆
相
談
会
開
催

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
・
匝
瑳
市
・
山

武
市
・
旭
市
・
横
芝
光
町
と
共
催
で
、

就
職
活
動
に
役
立
つ
、「
応
募
書
類
・
面

接
基
本
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を
対
象
に
、

就
労
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
つ

い
て
、
相
談
員
が
１
対
１
で
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

期　
日　
11
月
29
日
㈮

場　

所　

匝
瑳
市
八
日
市
場
公
民
館

（
匝
瑳
市
八
日
市
場
イ
２
４
０
２
）

参
加
費　
無
料

そ
の
他　
服
装
は
自
由
で
す
。
筆
記
用

具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
書
類
・
面
接
基
本
セ
ミ
ナ
ー

時　
間　
午
後
１
～
３
時
30
分（
集
合

時
間
午
後
０
時
50
分
）

テ
ー
マ　
応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接

の
ポ
イ
ン
ト
と
マ
ナ
ー
・
立
ち
居
振

る
舞
い
等
に
つ
い
て

対　
象　
15
～
44
歳
ま
で
の
方

定　
員　
20
人

◆
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
ミ
ニ
相
談
を
行
い

ま
す
。（
１
人
15
分
程
度
６
人
ま
で
）

※
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
と
も
に
予
約
制

で
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
雇
用
保
険
受
給
中
の

就
職
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
の
で
雇
用

保
険
受
給
中
の
方
は「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）１
２
０
１

市
民
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日　
時　
12
月
８
日
㈰　
午
前
８
時
集

合
予
備
日　
12
月
15
日
㈰

場　
所　
成
東
総
合
運
動
公
園

種　
目　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
①　
一
般
の
部（
年
齢
制
限
な
し
）

　
②　
ベ
テ
ラ
ン
の
部（
45
歳
以
上
）

定　
員　
①
②
各
12
人

参
加
費　
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
申
し
込
み

申
込
期
間　
市
内
在
住
11
月
１
日
㈮
～

　
市
外
在
住　
11
月
24
日
㈰
～

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

S�

・
T　
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部�

　
平
野

�

☎
０
９
０（
１
５
０
４
）０
８
８
８

補てん財源※
12億5,180万円水道料金　76.0％

38億1,131万円

建設改良費　94.5%
13億7,524万円

受水費　58.9%
26億7,212万円

収　入
2億347万円

工事負担金　23.9%
4,855万円 

市町補助金　7.4%
3億7,265万円 

県補助金　7.0%
3億4,952万円 

国庫補助金　76.1%
1億5,492万円 

企業債償還金　5.5%
8,003万円 

※補てん財源とは
　減価償却費などの現金支出を
　伴わない内部に留保される
　資金のこと。 

減価償却費　21.1%
9億5,455万円

人件費　6.5%
2億9,475万円

委託料　4.4%
2億2万円

その他　9.1%
4億1,297万円 

当年度純利益
4億7,782万円 

長期前受金戻入　6.7%
3億3,579万円

その他　2.9%
1億4,296万円

収　入
50億1,223万円

支　出
45億3,441万円

支　出
14億5,527万円

問　山武郡市広域水道企業団総務課 ☎0475（55）7851

山武郡市広域水道企業団からのお知らせ　平成30年度決算の状況について山武郡市広域水道企業団からのお知らせ　平成30年度決算の状況について

　令和元年８月26日に開催された企業団議会８月定例会において、平成30年度の決算が認定されましたので
お知らせします。平成30年度は、「中長期経営プラン2016」の基本理念である『次世代へつなぐ強靭で安心な水道』
を実現するため、計画に掲げる事業を着実に推進しながら、安全で安心な水道水の安定供給に努めてまいりました。
　水道事業会計は、水道水をご家庭までお届けするための経営活動に要する収入および支出の「収益的収支」と
水道施設を建設・改良するための施設整備に要する収入および支出の「資本的収支」から成り立っております。
　平成30年度決算における「収益的収支」および「資本的収支」は以下のとおりです。
　今後とも社会経済情勢の変化による水需要の動向などを見据えながら、経営の健全化を推進していくとともに、
より質の高い給水サービスの実現をめざし、一層の経営努力を重ねてまいります。

【収益的収支】 【資本的収支】 

　Hhttp://www.water-sansui-ki.jp/
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行政からの
お知らせ

information

市
税
の「
口
座
振
替
促
進
キ
ャ
ン�

ペ
ー
ン
」を
開
催
し
ま
す

市
税
の
口
座
振

替
を
新
規
・
追
加

で
申
し
込
ま
れ

た
方
１
０
０
人
に

Ｓ
Ｕ
Ｎ
ム
シ
く
ん

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
い
た
し
ま
す
。

口
座
振
替
は
納
め
忘
れ
が
な
く
な

り
、
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手
間
も

省
け
て
大
変
便
利
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
11
月
１
日
㈮
～

12
月
27
日
㈮

対
象
と
な
る
税
目　
市
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
税

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

①
お
申
し
込
み
の
あ
っ
た
市
税
に
つ
い

て
、
す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
場
合

②
口
座
振
替
利
用
中
の
人
が
期
間
中
に

解
約
し
、
再
び
同
じ
口
座
で
同
じ
税

目
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合

③
市
県
民
税
に
お
申
し
込
み
の
際
、
給

与
特
別
徴
収
や
年
金
特
別
徴
収
に
よ

る
場
合（
す
で
に
退
職
ま
た
は
退
職

予
定
で
普
通
徴
収
と
な
る
場
合
や
年

金
収
入
の
変
動
に
よ
り
年
金
特
別
徴

収
に
な
ら
な
い
場
合
を
除
く
）

④
国
民
健
康
保
険
税
に
お
申
し
込
み
の

際
、
す
で
に
年
金
特
別
徴
収
が
開
始

さ
れ
て
い
る
ま
た
は
令
和
２
年
度
に

年
金
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
場
合

⑤
平
成
31
年
度
課
税
の
な
い
場
合
や
令

和
２
年
度
に
課
税
の
見
込
み
の
な
い

場
合

⑥
市
税
に
滞
納
の
あ
る
場
合

⑦
法
人
の
場
合

申
込
方
法

①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
の
申
し
込
み

　
�

山
武
市
役
所
収
税
課
・
課
税
課
、
国

保
年
金
課
お
よ
び
各
出
張
所
窓
口
に

お
い
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
際
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

②
金
融
機
関
で
の
お
申
し
込
み

　

�

山
武
市
役
所
、
各
出
張
所
、
近
隣
の

取
扱
金
融
機
関
窓
口
備
え
付
け
の

「
山
武
市
口
座
振
替
依
頼
書
兼
自
動

払
込
利
用
申
込
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
取
扱
金
融
機
関
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

③
は
が
き
で
の
お
申
し
込
み

　

�

山
武
市
役
所
お
よ
び
各
出
張
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す「
山
武
市
口
座

振
替
依
頼
書
兼
自
動
払
込
利
用
申
込

書
」（
は
が
き
様
式
）に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
し
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

※
①
、
②
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
内
に
手
続
き
を
さ
れ
た
方
が
対

象
で
す
。
③
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
内
に
ハ
ガ
キ
様
式
の
口

座
振
替
依
頼
書
が
山
武
市
役
所
に
到

達
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

◆
山
武
市
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

千
葉
銀
行
、
京
葉
銀
行
、
千
葉
興
業

銀
行
、み
ず
ほ
銀
行
、三
井
住
友
銀
行
、

り
そ
な
銀
行
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
銚

子
信
用
金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
千
葉

信
用
金
庫
、
銚
子
商
工
信
用
組
合
、
山

武
郡
市
農
業
協
同
組
合
、
全
国
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

※
銚
子
商
工
信
用
組
合
、
山
武
郡
市
農

業
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
で
の
手
続
き
は
で
き
ま

せ
ん
。ま
た
、軽
自
動
車
税
も
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ

ん
。

賞
品
の
発
送　
令
和
２
年
１
月
末
予
定
。�

申
し
込
み
が
１
０
０
人
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
当

選
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

T　
収
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
５
１

税

災害に便乗した悪質商法や義援金詐欺にご注意を
　台風などの災害時には、それに便乗したさまざまな悪質商法や義援金詐欺が発生する恐れがあります。
　不審な業者の訪問や電話での勧誘など、困ったことや心配なことがありましたらご相談ください。

《トラブル例》
●�「火災保険で自己負担なく屋根を修理できる。保険申請も代行する」と業者が訪ねてきて契約した。後日、
高額な手数料を要求されたため解約を申し出たところ高額な違約金を請求された。
●公的機関や公共機関を名乗り、公表されている募金口座と異なる振込先がメールやファクスで送られてきた。
お問い合わせ・ご相談は……☎局番なし188（最寄りの消費生活相談窓口につながります）
　山武市消費生活センター　☎0475（82）8543（土日祝日を除く9：00～12：00・13：00～16：30）
　詐欺などの被害は県警本部相談サポートコーナー　＃9110または☎043（227）9110
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ク
リ
ス
マ
ス
♥
婚
活

日　
時　
12
月
14
日
㈯
午
前
11
時
～
午

後
４
時

場　
所　
山
武
市
内
の
飲
食
店（
後
日

参
加
決
定
者
に
通
知
）

※
直
接
会
場
に
集
合
と
な
り
ま
す
。

内　
容　
自
己
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
な
ど

対　
象　
20
歳
以
上
の
独
身
男
女（
男

性
は
市
内
在
住
の
方
限
定
）

募
集
人
数　
男
女
各
15
人（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
男
性　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
女
性　
２
０
０
０
円

申
込
方
法　
件
名
を「
ク
リ
ス
マ
ス
婚

活
参
加
申
込
」と
し
、
本
文
に
①
～

⑨
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

①
氏
名
、
②
ふ
り
が
な
、
③
性
別
、

④
生
年
月
日
、
⑤
年
齢
、
⑥
住
所
、

⑦
電
話
番
号（
日
中
連
絡
が
と
れ
る
も

の
）⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑨
職
業

申
込
期
限　
11
月
22
日
㈮

S�

・
T　
山
武
市
結
婚
相
談
連
絡
会
事

務
局（
わ
が
ま
ち
活
性
課
）

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

m
wagamachikassei@city.sammu.lg.jp

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
日
本
語
教
室

山
武
市
お
よ
び
周
辺
に
お
住
ま
い
の

外
国
の
方
。
一
緒
に
、
楽
し
く
日
本
語

を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
毎
月
第
１
～
４
土
曜
日
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

参
加
費　
５
０
０
円
／
月

S�

・
T　

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン

タ
ー　
塩
野

�

☎
０
９
０（
２
２
４
５
）８
２
３
３

　
サ
ジ
ー

�
☎
０
８
０（
３
４
３
０
）９
５
９
６

◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
フ
ェ

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

英
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
各
国
の
文
化

を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
今

回
は
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
講
師
が
英
語

で
自
国
の
文
化
・歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

英
語
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
１
日
㈰
午
後
２
時
30
分

～
午
後
４
時
20
分（
午
後
２
時
～
受

付
）

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
２
階
視
聴
覚
室

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
方
法　
氏
名
、連
絡
先
を
添
え
て
、

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

申
込
期
限　
11
月
20
日
㈬

募
集
人
数　
30
人（
先
着
順
）

S�

・
T　

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン

タ
ー
事
務
局

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
６
３
３

�

F
０
４
７
５（
８
２
）２
１
０
７

�
m
olypara@

city.sam
m
u.lg.jp

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー・

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
共
同
事
業

日　
時　
11
月
23
日（
土
・
祝
）午
前
10

時
～

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
調

理
実
習
室

内　
容　
ス
リ
ラ
ン
カ
人
講
師
に
よ
る

本
場
の
ス
リ
ラ
ン
カ
・
カ
レ
ー
３
種

類（
魚
カ
レ
ー
、か
ぼ
ち
ゃ
カ
レ
ー
、

他
１
種
類
）を
作
り
ま
す
。

※
カ
レ
ー
の
種
類
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

参
加
費　
１
０
０
０
円（
資
料
、
材
料

費
な
ど
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

募
集
人
数　
25
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
11
月
17
日
㈰

S�

・
T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
総

合
受
付

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
の
募
集

◆
高
等
工
科
学
校（
推
薦
）

応
募
資
格　
男
子
で
中
卒（
見
込
み
含
む
）17

歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕

著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

受
付
期
間　
11
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮

◆
高
等
工
科
学
校（
一
般
）

応
募
資
格　
男
子
で
中
卒（
見
込
み
含

む
）17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
令
和
２
年

１
月
６
日
㈪

T　
自
衛
隊
成
田
地
域
事
務
所

�

☎
０
４
７
６（
２
２
）６
２
７
５

H�http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

臨
時
的
任
用
職
員
募
集

業
務
内
容　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受

付
、
交
付
事
務

勤
務
場
所　
山
武
市
役
所
市
民
課

募
集
人
員　
１
人

任
用
期
間　
令
和
２
年
１
月
６
日
～
３
月
31
日

勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

勤
務
条
件　
時
給
９
２
３
円（
交
通
費
の

支
給
有
・
社
会
保
険
加
入
）

申
込
期
限　
11
月
22
日
㈮

T　
市
民
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
１

催
し・募
集
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行政からの
お知らせ

information

令
和
元
年
度
山
武
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
採
用
試
験
案
内

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
勤
務
す

る
職
員
を
採
用
す
る
た
め
、
試
験
を
行

い
ま
す
。

日　
時　
12
月
８
日
㈰　
午
前
10
時

場　
所　
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

採
用
予
定
人
数　
一
般
職（
事
務
）１
人
・

保
育
士（
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム〈
児

童
発
達
支
援
事
業
・
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
〉に
関
す
る
業
務
）１
人

採
用
予
定
日　
令
和
２
年
４
月
１
日

◆
募
集
要
領
お
よ
び
申
込
書
は
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
お
よ
び
各
連
絡
所

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
15
日

㈮
必
着

S�

・
T　
社
会
福
祉
法
人
山
武
市
社
会

福
祉
協
議
会（
〒
２
８
９
︱
１
３
０
６　

山

武
市
白
幡
１
６
２
７
番
地
）

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）７
１
０
２

H�http://sam
m
ushakyo.sakura.

ne.jp

福
祉
人
材
就
職
面
接
会
～
介
護

就
職
デ
イ
～

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
で
は
、
福
祉
系

の
職
種（
介
護
職
、
看
護
職
等
）へ
の
就

職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
就
職

面
接
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
求
人
企
業
約
24
社
の
参
加
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
開
催
前
日
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

場　
所　
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

（
２
階
ロ
イ
ヤ
ル
）

　
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
８
︱
５

T�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉（
公
共
職
業

安
定
所
）人
材
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

�

☎
０
４
３（
２
０
４
）７
１
２
３

�

F
０
４
３（
２
４
５
）７
０
２
３

山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館

�

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

◆「
錦
風
茶
会
」開
催

日　
時　
11
月
３
日（
日
・
祝
）　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
伊
藤
左
千
夫
生
家

募
集
人
数　
先
着
２
０
０
人
程
度

参
加
費　
無
料

備　
考　
駐
車
可
能
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
歴
史
講
演
会

「
総
武
本
線
１
２
０
有
余
年
の
歩
み
」

日　
時　
11
月
17
日
㈰　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
視
聴
覚
室

講　
師　
鉄
道
研
究
家　
白
戸
貞
夫
氏

参
加
費　
無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

内　
容　
成
東
出
身
の
事
業
家
・
安
井

理
民
の
尽
力
に
よ
り
総
武
鉄
道（
現

在
の
総
武
本
線
の
前
身
）が
敷
設
さ

れ
て
１
２
０
有
余
年
が
立
ち
ま
し
た
。

　

�

講
演
会
で
は
、
鉄
道
が
地
域
の
発
展

に
果
た
し
た
役
割
や
、
終
戦
2
日
前

の
成
東
駅
被
爆
惨
事
な
ど
、
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

主　
催　
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
友

の
会

◆
第
八
回「
藍
の
会
」朗
読
会

　
郷
土
の
偉
人
を
た
ず
ね
て

　
～
朗
読
と
合
唱
で
綴
る

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
心
～

日　
時　
11
月
17
日
㈰　
開
場
午
後
１

時
30
分　
開
演
午
後
２
時

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

T�　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
☎
０
４
７
５

　
　
（
８
２
）２
８
４
２

受験資格
区分 業務内容

一般職
（事務）

○�平成元年４月２日以降に生まれた方で、学校教育
法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業（令和２
年３月までに卒業見込みの方を含む。）し、社会福
祉士の資格を有する方（資格取得見込者可）

保育士
○�昭和59年４月２日から平成12年４月１日までに
生まれた方で、保育士の資格を有する方または令
和元年度に実施される試験で保育士の資格取得見
込みの方

＊詳しくは、山武市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。
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公
民
館
講
座

公
民
館
講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

成
東
中
央
公
民
館
講
座

受
付
期
間　
11
月
２
日
㈯
～
15
日
㈮

�

※
５
・
６
・
11
日
の
休
館
日
を
除
く

参
加
費　
無
料（
材
料
費
・
教
材
費
の

み
負
担
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
先
着
順
・
定
員
を
超
え
た
場
合
未
経

験
者
優
先

申
込
方
法　
成
東
中
央
公
民
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話

◆
大
正
琴
体
験
教
室　
全
４
回

日　
時　
12
月
5
日
・
19
日
・
１
月
16

日
・
30
日（
木
曜
日
）午
後
１
～
２
時

定　
員　
５
人（
初
心
者
歓
迎
）

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

持
ち
物　
大
正
琴（
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

協　
力　
大
正
琴
福
寿
奏

◆
サ
ン
ブ
杉
で
作
る
Ｍｙ
箸

サ
ン
ブ
杉
を
使
っ
て
自
分
だ
け
の
マ

イ
箸
を
手
作
り
し
よ
う
。
今
回
は
菜
箸

も
作
れ
ま
す
。

日　
時　
12
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
3
時
30
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館　

定　
員　
20
人

◆
冬
の
英
検
４
級
・
３
級
対
策
講
座

日　
時　
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
26

日
㈭
・
27
日
㈮
・
令
和
２
年
１
月
5

日
㈰

　
４
級　
午
後
１
～
３
時

　
３
級　
午
後
３
～
５
時

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
各
10
人

対　
象　
中
学
生

S�

・
T　
成
東
中
央
公
民
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
簡
単
パ
ン
作
り
講
座

日　
時　
12
月
４
日
㈬

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

　
１
階
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

テ
ー
マ　
ド
デ
カ
シ
ュ
ト
レ
ン

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
言
え
ば
シ
ュ
ト
レ

ン
！
バ
タ
ー
砂
糖
た
っ
ぷ
り
で
洋
酒

漬
け
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
、シ
ナ
モ
ン
、

ク
ル
ミ
入
り
の
菓
子
パ
ン
で
す
。

�　

今
回
は
完
全
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
試
食
付
き
で
す
。

手
ぶ
ら
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
用　
１
組
５
０
０
円

募
集
定
員　
25
人
程
度

申
込
期
限　
11
月
29
日
㈮

T　
山
武
市
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
３
階
総
合
受
付

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

サンブ杉のマイ箸

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
悔
い
残
す
な
く
一
度
だ
け
の
道
走
れ
メ
ロ
ス
よ�

丸
林　

啓
子

咲
く
花
の
芙
蓉
の
優
し
さ
死
ぬ
と
き
は
九
月
が
よ
ろ
し
わ
が
生あ

れ
し
月�

木
内　

栄
子

子
を
胸
に
白
神
山
地
の
奥
深
く
入
り
ゆ
く
猿
に
雨
降
り
し
き
る�

中
村
美
津
子

朝
日
受
け
浮
か
び
上
が
る
は
蜘
蛛
の
巣
の
紋
様
怪
し
き
透
か
し
彫
の
ご
と�

北
畠　

光
枝

十
六
の
花
持
つ
山
百
合
い
た
だ
き
て
花
瓶
に
活
け
つ
数
日
の
命�

富
谷　

治
代

猛
暑
の
日
々
庭
の
草そ

う

木も
く

そ
よ
風
に
も
少
し
の
ゆ
ら
ぎ
涼
し
さ
感
ず�

中
島　

康
子

置
き
手
紙
枕
辺
に
お
き
外
出
す
ひ
ら
が
な
並
ぶ
息

こ

子
の
返
事
な
り�

遠
藤　

直
子

寺
の
鐘
五
臓
六
腑
に
響
く
な
り
過
去
反
省
し
強
く
生
き
な
む�

半
沢　

今
子

穂
孕
め
る
稲
田
の
お
も
て
圧お

し
移
る
風
は
し
ば
し
ば
光
り
つ
つ
過
ぐ�

安
藤　

昭
司

　
　
短
歌
「
山
武
短
歌
会
」



18広報さんむ
2019.11月

◆農用地区域に含まれる農地の除外手続き（農振除外申請）について
山武市では、「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、農業の振興を図るため優良農地として守
る必要があると思われる農地を「農業振興地域内の農用地（青地）」として指定しています。この青地とし
て指定された農地を「農振農用地」といいます。
農振農用地区域は、農業上の利用を確保するために定められた区域であることから、農地以外の目的
で利用することは、農振法および農地法で厳しく制限されています。
しかし、やむを得ず他の目的に利用する場合は、農振法によって定められた要件を満たす場合に限り、
農業振興地域整備計画を変更して農振農用地区域から除外することができます。
手続きが終了するまで、おおよそ10カ月かかります。
申請地が農振農用地かどうかについては、経済環境部農林水産課農水係にお問い合わせください。
◆農用地区域に含まれる農地の除外手続き（農振除外申請）ができる場合とは
農振農用地は、農業上の利用を確保するために「農地を守る」立場で設けられており、その農地が除外
要件等のすべてを満たす場合のみ除外が認められ、転用が可能となります。よって、申請されたすべて
の案件が認可されるとは限りません。審議の過程で除外不適当とされる案件がありますので、土地選定
は慎重にしてください。
申請に際しては、以下の要件をすべて満たす場合に限られます。（農振法第13条第2項）
（１）農用地区域以外に代替すべき土地がないこと。
（２）�農用地区域内における農地の集団化、農作業の効率化などにおいて支障を及ぼすおそれがないこと。
（３）�農用地区域内における効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積に支障を

及ぼすおそれがないこと。
（４）�農用地区域内の土地改良施設（用排水路・ため池・農道等）の有する機能に支障を及ぼすおそれが

ないこと。
（５）�土地改良事業（ほ場整備事業、かんがい排水事業等）を実施した場合、全工区の工事が完了し、公

告されてから８年を経過した土地であること。
農振除外の審議は、施設の内容・必要性・代替性・周辺農地への影響などさまざまな要素から協議されます。

自己所有（候補）地の中に農振農用地区域以外の土地はないか十分検討したうえで申請をしてください。
【申請の際必要な書類】
①農業振興地域整備計画変更願
②案内図（住宅地図写）……申請地赤書き、矢印で申請地と表示する。
③現地の写真……写真に境界を赤色で表示、撮影日を記載する。
④公図の写し……縮尺、方位、隣接地の地目、隣接地の所有者および耕作者の住所氏名を記載する。
⑤事業計画書
⑥隣接農地の同意書……所有者、耕作者両方必要。
⑦誓約書……目的以外に使用しないことの誓約。
⑧土地の全部事項証明書……法務局で申請。
⑨土地利用配置図……縮尺、進入路幅員、排水経路、建物等の面積を明示する。
⑩平面図……設計平面図の写し。縮尺を記載する。
⑪商業法人登記簿謄本写……事業計画者が法人の場合
※①、⑤、⑥、⑦は市ホームページから様式をダウンロードできます。

� T　農林水産課　☎0475（80）1211

農振農用地区域からの除外申請の受付期間は11月15日㈮～12月13日㈮です。


